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写真ｌ中国映画『紅高梁』のロケ地

明清期に辺境防備のため築かれた鎮北

塗遺跡は，１９８５年に銀川市，２００５年に

寧夏回族自治区の重点文物保護単位に指

定された。鎮北塗西部影視城はこの遺跡

そのものを活用している。１９８１年から

2007年までの間で，８６本の映画やテレ

ビドラマがここで撮影された。（松村撮影）
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写真２中華回族文化園の入口

銀川から南へ下る高速道路から見える

中華民族文化園は，真っ白な建物でとて

も目立つ。園内の清真寺はまだ建設中で

あった。この近くには，歴史が古く文物

保護単位にも指定されている納家戸清真

寺があり，銀川からの日帰り観光に最適
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である。
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序言

石原潤（奈良大学）

本書は日中共同研究「１'国西北地方の改革開放および西部開発の進展に伴う生活空間の

変容」の、第３冊目の調査報告書である。

本研究の目的は、１９７８年以降の改革開放政策下において、とりわけ近年の西部開発の進

展の下にあって､中国西北部の都市及び農村がどのような発展をとげ､それが住民の生産・

消費の諸活動にどのような変化をもたらし、彼らの生活空間がどのように変わったかを明

らかにすることにある。

近年の中国は著しい経済発展を成し遂げているが、それは「東部」沿海部を中心とした

ものであり、最内陸部のいわゆる「西部」は発展から取り残され勝ちで、両者の間に著し

い地域格差が生じている。このため中国政府は、この較差を是正すべく、「西部大開発」を

最重点戦略の一つと見なしているのである。

本研究の日本側グループは、従前、「西部」の中でも湿潤気候に属する「西南部」の四川

省について、その変容の実態を３mの報告書によって明らかにした。これを踏まえて同グ

ループは、次の課題として、「西部」の中でも乾燥気候下に属する「西北部」に対象地域を

移して、その変貌の実状を明らかにしようと考えた。「西北部」の入り口にあたる西安市と

乾燥した黄土高原の村を取り扱った第１回の報告に続いて、第２回の報告では「西北部」

の典型的な地域である廿粛省の全域と特にその内の酒泉オアシスとを採り上げた。第３回

（最終回）の報告である今回の研究では、対象地域として夏回族自治区を採り上げる。寧

夏回族自治区は、競河上流の氾濫原と乾燥した黄土高原を含み、回族が人口の一定割合を

占めるため、回族の自治区とされている。古くは西夏王朝の故地であったが、伝統的中国

からは「辺境」と見なされて来た地域である。

木報告書を一読された読者は、市場経済化の波や西部大開発の影響が、「辺境」の寧夏回

族自治区の都市や農村をも、次第に変容させつつあることを理解されよう。しかしながら

回族自治区としての当地域は、回族文化を維持・復興させつつ、独自の発展を模索する試

みをも行っている。また、痩せた黄土高原からは、出稼ぎ労働者が輩(lIする一方、黄河氾

濫原への入植も進められて来た。本報告書には、これらの諸側面も触れられている。本報

告書が、西部大開発を進めようとしている中国の政策担当者、あるいはそれを理解ないし

援助しようとしているロ本の関係者に､いくばくかの情報提供の役割をはたし得たならば、

われわれの望外の喜びとするところである。

本書のための現地調査は、2007年８月初旬から８月末までの間、以下のメンバーによっ

て実施された。
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日本側メンバー

石原渦奈良大学文学部教授（当時）

秋山元秀滋賀大学教育学部教授

小島泰雄神戸市外国語大学外国学研究所准教授

小野寺淳横浜市立大学国際文化学部准教授

松村嘉久阪南大学国際コミュニケーション学部准教授

高橋健太郎駒沢大学文学部准教授

衝嫁阪南大学国際コミュニケーション学部研究生（当時）

中国側メンバー

馬平寧夏社会科学院回族イスラム教研究所所長

魯忠慧憲夏社会科学院哲学・文学研究所副所長

楊巧梅寧夏社会科学院経済研究所副研究員

仇王電寧夏社会科学院歴史研究所助理研究員

金貴寧夏社会科学院回族イスラム教研究所助理研究員

馬敏寧夏社会科学院回族イスラム教研究所助理研究員

本書は、以上のメンバーの共同調査に基づき、資料の一部を共有しながらも、各自がテ

ーマを分担して、分析・考察・執筆を行った諸論文からなっている。

木共同研究は、財政的には、ロ本学術振興会の2007年度科学研究費基盤研究（Ａ）「中

国西北地方の改革開放および西部開発の進展に伴う生活空間の変容｣(課題番号:17251010、

研究代表者肝石原洞）によって全面的に支えられたものである。記して感謝の意を表し

たい。

調査にあたっては、寧夏社会科学院回族イスラム教研究所の馬平所長が陣頭指揮を取

って下さり、魯忠慧、楊巧梅、仇王躯、金貴、馬敏の各先生が、日本側の参力１１

者に対して多大の援助を与えて下さった。魯忠意先生と曹惇さんは、通訳の役割をも

はたして下さった。さらに、本書の出版に当たっては、寧夏社会科学院科学処の張最林

先生、及び寧夏社会科学院経済研究所所長の段慶林先生が玉稿を寄稿いただいた。ロ本

側研究者の中では、寧夏社会科学院に留学経験を持つ高橋健太郎氏が、日中両グループの

橋渡し役として、さまざまな調整・連絡に尽力いただいた。これら全ての方々に対して、

深甚の謝意を表したい。
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